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● 宿泊施設・温泉・飲食店一覧つき
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泉

定期バス
大阪（梅田）から／直通で約 2 時間 10 分
東京（品川）から／直通で約 8 時間 30 分

CAR

車

TRAIN

電車

京都から／山陰本線（特急）で約 1 時間
大阪から／東海道本線（新快速）、山陰本線（特急）で約 1 時間 50 分
　　　　　または、福知山線（特急）、山陰本線で約 1 時間 50 分
名古屋から／新幹線、山陰本線（特急）で約 2 時間

●  JR 綾部駅／ 0773-42-0401　　　　　　●  あやバス（綾部市役所市民協働課）／ 0773-42-4248
●  中央タクシー／ 0773-22-1313　　　　  ●  日交タクシー綾部営業所／ 0773-42-4111　　
●  日本道路公団綾部料金所／ 0773-43-1271
●  サンケイレンタカー／ 0773-47-0438

交通の
お問い合わせ

綾部市へのアクセス

〒623-0066　京都府綾部市駅前通り東石ヶ坪11番地の4　あやべ観光案内所内　
TEL：0773-42-9550　FAX：0773-42-8514　　http://www.ayabe-kankou.net/

綾部市観光協会

〒623-8501　京都府綾部市若竹町8番地の1
TEL：0773-42-4272　FAX：0773-42-4406　　http://www.city.ayabe.lg.jp綾部市観光交流課

●  JA 京都にのくに旅行センター／ 0773-42-8604　　　●  さとうトラベルサービス／ 0773-43-1527
●  プラスツーリスト／ 0773-42-2055

旅行代理店

問合せ

レンタサイクル

あやべ観光ガイドの会メンバーが、自然豊かな綾部の歴史や文化を案内します。
4 時間以内 2,000 円、6 時間以内 3,000 円。10 日前までに「あやべ観光案内所」へ申込書の提出が必要。

観光ガイド

綾部市のマスコットキャラクター
「まゆピー」

京都方面から／名神高速道路「京都南 IC」 → 「大山崎 JCT」 →京都縦貫自動車道「京丹波
わち IC」 → 国道 27 号

大阪方面から／中国自動車道「吉川 JCT」 → 舞鶴若狭自動車道「綾部 IC」、または名神高
速道路「大山崎 JCT」→ 京都縦貫自動車道「京丹波わち IC」 → 国道 27 号

宮津方面から／京都縦貫自動車道「綾部 JCT」 → 「綾部安国寺 IC」 → 国道 27 号
敦賀方面から／舞鶴若狭自動車道「敦賀 JCT」 → 「綾部 IC」

最初の 4 時間まで 300 円、以降 1 時間毎に 100 円。１日貸出の場合は 600 円。貸出しは午前 9 時～午後 5 時 30 分まで。
受付・貸出場所／あやべ観光案内所 0773-42-9550（JR 綾部駅南口）、  あやべ特産館 0773-43-0811（午前 10 時～午後 4 時まで）

〔一般社団法人京都府北部地域連携都市圏振興社（海の京都DMO） 綾部地域本部〕
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綾部市の
マスコットキャラクター
「まゆピー」

名前は“繭（まゆ）”と“平和（ピー
ス）”にちなみ、綾部が養蚕産業
と平和の精神で近代発展をとげ、
現在も礎となっていることを表
現しています。
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部
っ
て
ど
ん
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と
こ
ろ…

？

　平
安
時
代
末
期
、
平
家
討
伐
の
兵
を
挙
げ
た
以
仁
王
は
、
宇
治
川
の
戦

い
で
死
亡
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。綾
部
の
地
に
伝
わ
る
伝
説
で
は
、
腹
に

矢
傷
を
負
っ
て
綾
部
に
逃
れ
た
以
仁
王
の
た
め
に
、
村
人
た
ち
は﹁
い
や
そ

う
、い
や
そ
う
﹂と
言
い
な
が
ら
田
楽
を
踊
っ
て
み
せ
ま
し
た
。そ
の
甲
斐
も

な
く
以
仁
王
は
亡
く
な
っ
た
た
め
、村
人
た
ち
は﹁
高
倉
天
一
大
明
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﹂と
し

て
祀
り
ま
し
た
。高
倉
神
社
は
現
在
も
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の
神
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と
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て
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し
ま
れ
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り
に
は
当
時
の
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楽
が﹁
ヒ
ヤ
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踊
り
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て
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踊
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に
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も
降
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な
い
の
に
正
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６
日
に
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か
ら
し

ず
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が
落
ち
、
そ
の
年
の
干
ば
つ
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ど
の
災
害
を
示
し
た
﹁
し
ず

く
松
﹂
と
、
正
月
７
日
に
風
も
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な
い
の
に
都
に
吉
事
が
あ
れ

ば
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の
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が
揺
れ
、
凶
事
が
あ
れ
ば
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が
揺
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た
﹁
ゆ
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ぎ

松
﹂
と
い
う
松
の
神
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が
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り
ま
し
た
。こ
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を
聞
い
た
明
智
光

秀
が
、
福
知
山
城
築
城
の
際
に
天
守
の
棟
木
に
使
用
し
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。２
本
の
松
の
木
の
跡
に
は
、そ
れ
ぞ
れ
碑
が
建
て

ら
れ
、地
元
公
民
館
に
は
し
ず
く
松
の
皮
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
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と
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光
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を
行
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。人
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が
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、
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政
府
を
つ
く
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、
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の
恒
久
平
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の
構
築
を
目

指
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い
こ
う
と
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る
も
の
で
す
。市
は
宣
言
第
一
号
都

市
と
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を
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く
、
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後
、
今
日
ま
で
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平
和
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を
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是
﹂
と
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推
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し
て
き
ま

し
た
。市
内
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は
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ら
の
取
り
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を
象
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る
さ
ま
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な
平
和
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
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置
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、
世
界
平
和

の
実
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を
見
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す
。
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︵
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を
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に
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﹄
を
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に
、
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的
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合
言
葉
に
、
再
生
と
振
興
の

取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
具
体
的
な
対
策
が

取
ら
れ
な
か
っ
た
限
界
集
落
の
問
題
に
正
面
か
ら
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。現
在
、
水
源
の
里
で
は
、
定
住
促
進
、
都
市

と
の
交
流
、地
域
産
業
の
振
興
を
通
じ
て
、人
々
に
明
る
い

笑
顔
と
元
気
が
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

限
界
集
落
の
再
生
に
取
り
組
む

　〜
水
源
の
里
・
綾
部
〜

　江
戸
時
代
の
中
頃
、
厳
し
い
年
貢
の
取
り
立
て
を

行
っ
た
代
官
の
悪
政
を
直
訴
す
る
た
め
、
武
吉
、
佃
、
忠

の
３
つ
の
村
か
ら
３
人
の
若
者
が
江
戸
へ
向
か
い
ま
し

た
。代
官
の
追
手
を
逃
れ
、
奇
跡
的
に
直
訴
を
達
成
。大

役
を
果
た
し
た
３
人
は
、
藩
の
追
及
を
逃
れ
る
た
め
地

元
に
帰
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。村
人
は
、
こ
の

３
人
の
偉
業
を
後
世
に
伝
え
、
神
の
ご
加
護
に
感
謝
す

る
た
め
、
以
後
一
千
年
間
﹁
金
毘
羅
講
﹂
を
続
け
る
こ
と

を
約
束
し
、今
も
地
元
で
神
事
が
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

建
田
の
こ
ん
ぴ
ら
さ
ん

　〜
千
年
の
誓
い
〜

明
治
の
偉
業

　〜
グ
ン
ゼ
と
大
本
の
発
祥
の
地
〜

　八
百
年
前
、
源
平
の
争
乱
に
敗
れ
た
平
家
の
落
人

が
丹
波
国
の
山
間
地
で
生
計
を
立
て
る
た
め
に
始

め
た
の
が
黒
谷
和
紙
の
始
ま
り
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。平
家
の
落
人
た
ち
は
、こ
の
地
に
自
生
し
て
い
た

楮
︵
こ
う
ぞ
︶
と
清
流
の
冷
た
く
豊
富
な
水
を
使
っ

て
紙
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。江
戸
時
代
に
な
る

と
、
こ
の
地
を
治
め
た
山
家
藩
が
紙
の
製
造
に
力
を

入
れ
た
こ
と
か
ら
、黒
谷
は
紙
漉
き
村
と
し
て
発
展
。

現
在
、
昔
な
が
ら
の
製
法
を
守
る
全
国
で
も
数
少
な

い
手
漉
き
和
紙
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

八
百
年
間
受
け
継
が
れ
た
伝
統
の
技

　黒
谷
和
紙

　安
国
寺
は
正
暦
４
年︵
９
９
３
︶に
開
創
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
、
元
は
光

福
寺
と
称
し
て
い
ま
し
た
。建
武
４
年︵
１
２
５
２
︶、
京
都
の
公
家
・
勧
修

寺
重
房
が
綾
部
の
上
杉
荘
を
賜
り
、﹁
上
杉
﹂姓
と
な
っ
た
後
、
そ
の
菩
提

寺
と
し
て
発
展
。嘉
元
３
年︵
１
３
０
５
︶、
足
利
尊
氏
が
こ
の
地
に
生
誕
し

た
後
、
上
杉
氏
・
足
利
氏
の
尊
崇
を
受
け
ま
し
た
。尊
氏
は
国
土
安
泰
祈

願
と
戦
死
者
の
供
養
の
た
め
、
全
国

に
安
国
寺
を
建
立
し
、
本
寺
を
丹

波
安
国
寺
と
し
て
そ
の
筆
頭
と
し

ま
し
た
。尊
氏
産
湯
の
井
戸
や
墓

な
ど
が
今
も
残
っ
て
い
ま
す
。

足
利
尊
氏
生
誕
の
地

　安
国
寺

5

9

11

13

15

17

19

21

22

25

　グ
ン
ゼ
は
明
治
29
年
、
波
多
野
鶴
吉
が
郡
是
製

糸
株
式
会
社
と
し
て
創
立
。会
社
の
成
長
と
と
も

に
﹁
蚕
都
綾
部
﹂
と
し
て
町
全
体
が
活
気
づ
き
ま
し

た
。現
在
も
綾
部
本
社
や
記
念
館
が
同
社
の
歴
史

を
伝
え
て
い
ま
す
。大
本
は
明
治
25
年
、
出
口
な
お

が
綾
部
の
地
で
開
教
し
ま
し
た
。２
度
の
弾
圧
事
件

な
ど
を
乗
り
越
え
て
現
在
に
至
り
、﹁
平
和
の
ま
ち

綾
部
﹂
の
大
き
な
推
進
力
と
な
り
ま
し
た
。開
教
百

周
年
︵
平
成
４
年
︶
に
は
、
20
世
紀
最
大
級
の
木
造

建
築
物
と
い
わ
れ
る
長
生
殿
も
完
成
し
ま
し
た
。

新発見がいっぱい。 街中散策

どこか懐かしく心地良い。 綾部市街地

歴史と文化を体験する

里山の暮らしを満喫する

農家・古民家お食事処＆カフェ

豊かな自然の中で汗を流す

スポーツ施設＆温泉

綾部自慢の特産品

宿泊施設・温泉・飲食店一覧

観光MAP

京丹波PA

JR
湖
西
線

JR東
海道
本線

米原
JCT

敦賀JCT

162

162

477 477

477

477
372

423

372 367

307

163

24

1

9

9

9
173

173

27

27

27
9

429

426

176

176

175

178

175

178

482

312 312

482

178

178

京
都
丹
後
鉄
道
宮
豊
線

京
都
丹
後
鉄
道
宮
福
線

京都丹後鉄道
宮舞線

京丹波みずほIC

京丹後大宮IC

京都縦貫自動車道

舞鶴若狭自動車道

綾部市でクロスする
舞鶴若狭自動車道・京都縦貫自動車道

で、より身近に！！
平成26年から27年にかけて、綾部市にクロスポイントを置く

舞鶴若狭自動車道と京都縦貫自動車道が全線開通しました。

これにより京阪神から京都北部、さらに北陸地方が一本で結ばれ、各方面へのアクセスが格段にスムーズに。

この2つの高速道路の中心に位置し、「海の京都」の玄関口でもある綾部は、

その便利さから多くの人が行き交う注目のエリアになっています。

ぐっと近くなった綾部に、ぜひお越しください。
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バラを愛するボランティア
有志の力で築き上げた手作
りのバラ園です。バラが見
頃となる春にはバラまつり
が開催され、色とりどりの
ツルバラで作られたアーチ
状のゲートや 1,200 本のバ
ラが訪れた方を楽しませま
す。

特産館の詳しい情報は P.7 へ

☎ 0773-43-0811（あやべ特産館、綾部バラ園）
住 綾部市青野町亀無 1 番地の 2
休 火曜（祝日の場合は翌日）
駐 53 台、大型バス 2 台

アンネのバラ
『アンネの日記』の作者アン

ネ・フランクの平和への願い
を伝えるため、父オットー氏
から日本へ送られてきた苗木
を綾部在住の親子が根付かせ
た縁から、綾部バラ園の平和
のシンボルとして中央花壇に
植えられています。

グンゼ創業者の波多野鶴吉は、
生前、贅沢を望まず、従業員と
ともに「道光館」と呼ばれた社
宅に暮らしました。その社宅の
一部を移築し、2016 年にオー
プンした「道光庵」。来場者の
集いや憩いの場として一般公開
しています。
 時 11：00 〜 16：00
 休 日〜水曜

あやべ特産館

綾部バラ園

道光庵

6

1896（明治 29）年に綾部市で創業したグンゼ株式会社の博物苑です。
1996 年、グンゼの創業 100 周年を記念して開設されました。大正初期に
建てられた繭蔵を再利用した 4 つの建物の中でそれぞれ異なるテーマの
展示を行い、繊維と人とのかかわりや技術の歩みを紹介しています。
道を挟んで隣接するグンゼ記念館（旧本社）や本工場正門は、近代製糸
産業を支えた歴史的建造物群として整備・保存され、経済産業省の「近
代化産業遺産」や京都府景観資産に認定されるなど、地域の歴史と文化
を刻む文化的景観をかもしだしています。
☎月曜〜金曜：0773-42-3181、土・日：0773-43-1050
 時 10：00 〜 16：00  休 火曜（祝日の場合は翌日） 駐 無料

グンゼ博物苑

新
発
見
が
い
っ
ぱ
い
。
街
中
散
策

戦
後
間
も
な
い
昭
和
25
年
10
月
、
全
国
に
先
駆
け
て
「
世
界
連
邦
都
市
宣
言
」
を
行
い
、
グ
ン
ゼ
の
成
長
と
と
も
に
「
蚕
都
」
と
呼
ば
れ
栄
え
た
綾
部
市
。

平
成
26
年
に
は
グ
ン
ゼ
本
社
屋
の
向
か
い
に
複
合
施
設
「
あ
や
べ
グ
ン
ゼ
ス
ク
エ
ア
」
が
オ
ー
プ
ン
し
、周
辺
は
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
街
の
南
側
で
は
、
広
大
な
敷
地
に
立
つ
宗
教
法
人
大
本
の
神
殿
が
威
容
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

も
の
づ
く
り
と
平
和
の
ま
ち
を
象
徴
す
る
「
グ
ン
ゼ
」
と
「
大
本
」
を
中
心
に
、
風
情
あ
る
料
理
旅
館
や
和
菓
子
店
な
ど
が
建
ち
並
ぶ
街
中
を
散
策
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

　「
あ
や
べ
特
産
館
」「
グ
ン
ゼ
博
物
苑
」「
綾
部

バ
ラ
園
」「
道
光
庵
」
の
4
施
設
か
ら
な
る
綾
部

市
の
都
市
交
流
拠
点
エ
リ
ア
、
あ
や
べ
グ
ン
ゼ

ス
ク
エ
ア
。

　
グ
ン
ゼ
の
企
業
文
化
や
バ
ラ
の
香
り
に
触
れ
、

観
光
情
報
を
入
手
し
た
り
、
農
産
物
や
特
産
品

な
ど
の
お
土
産
を
購
入
し
た
り
す
る
こ
と
の
で

き
る
「
新
し
い
出
会
い
の
空
間
」
で
す
。

　
舞
鶴
若
狭
自
動
車
道
「
綾
部
IC
」
か
ら
約
５

分
、
京
都
縦
貫
自
動
車
道
「
綾
部
安
国
寺
IC
」

か
ら
約
10
分
の
好
ア
ク
セ
ス
で
、
大
型
バ
ス
2

台
、
普
通
自
動
車
53
台
分
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が

あ
り
、
休
憩
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
も
最
適
で
す
。

あ
や
べ
グ
ン
ゼ
ス
ク
エ
ア

グンゼ記念館
（金曜のみ開館）
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綾部もみじまつり
11 月下旬の紅葉の時
期に開催されます。み
ろく殿や庭園が美しく
ライトアップされ、幻
想的な雰囲気に包まれ
ます。

木の花庵
今から 300 年以上前（江戸時代中期）の丹波地方最古の農家建
物として、京都府初の国の重要文化財として指定されました。
現在は茶室として利用されるほか、当時の人々の暮らしをうか
がい知ることができる大変貴重な民俗資料としても活用されて
います。

みろく殿
昭 和 28 年（1953）に 竣 工
された 789 畳敷の壮大な神
殿。平成 26 年には国の登
録有形文化財に指定されま
した。内部には大本の歴史
を概観できるパネルや貴重
な資料が多数展示されてい
ます。

みろく殿

木の花庵

長生殿

駐車場

神木・榎

　
明
治
25
年
（
１
８
９
２
）
に
綾
部
で

開
教
し
た
宗
教
法
人
大
本
。
街
中
に
あ

り
な
が
ら
静
や
か
で
広
大
な
神
苑
内
に

は
、
国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
指
定
さ

れ
た
神
殿
を
は
じ
め
多
く
の
貴
重
な
建

築
物
が
建
ち
並
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

緑
深
く
美
し
い
池
泉
庭
園
や
、
樹
齢

約
１
５
０
年
以
上
の
神
木
・
榎
な
ど
も

あ
り
、
自
然
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
パ

ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
も
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。

大
本
の
神
苑

☎ 0773-42-0187
綾部市本宮町 1-1
駐 60 台
　（神殿内部の見学は予約が必要です）

長生殿
平成 4 年（1992）に開教 100 周
年を記念して建設された大本の
中心神殿。主用材に 300 年以上
の木曽檜などを使った 20 世紀最
大級の木造建築であり、今に受
け継がれた伝統の技法を駆使し
た建築物として、国の迎賓館建
設の際には参考にもされました。

大本節分大祭
毎年 2 月の節分に厄除け大祓
いの神事として夜を徹して行わ
れる大祭。「鬼は内、福は内」
と唱えながら生豆をまくのが特
徴です。
また、人型大祓いでは、氏名等
が記入された人型の和紙に大
祓を行い、綾部大橋から由良川
の清流に向けて放つ様子が幻
想的でもあります。

8

特産品の販売
綾部産の素材で作られた農産加工
品、地酒、銘菓をはじめ、綾部在住
の作家が手掛ける民芸品や工芸品な
どの商品がずらりと並びます。
とりわけ豊かな自然の中で育った旬
の新鮮野菜や、地元農家が丹念に育
てた特別栽培米の精米コーナーは魅
力のひとつ。グンゼとのコラボレー
ションによるオリジナルＴシャツな
ど、特産館限定商品も販売していま
す。

綾茶 cafe
綾部は知る人ぞ知る「お茶の名産地」です。
全国茶品評会などでも連続受賞するなど、そ
の品質が高く評価されています。そんな上質
の「玉露」「煎茶」「抹茶」を、素材のよさを
生かしたスイーツと共に提供しています。

観光情報ステーション
来館者の目的や必要に応じた
観光情報をここからチェック
できます。パンフレットも豊
富に取り揃えており、SNS で
も最新情報を発信しています。

サポートステーション
由良川流域の街、里、山などを結ぶ、京都「ゆラリ—」
サイクリングロードが整備されたことを受け、自転車愛
好家のためのサポートステーションとしてサイクルスタ
ンドや空気入れが利用できます。

'

　
木
の
あ
た
た
か
み
を
活
か

し
た
開
放
感
あ
る
館
内
。
特

産
品
販
売
コ
ー
ナ
ー
、
カ
フ
ェ

ス
ペ
ー
ス
、
観
光
情
報
発
信

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
ま
す
。

特
産
館
で
し
か
手
に
入
ら
な

い
お
土
産
品
も
あ
り
ま
す
の

で
、
旅
の
思
い
出
づ
く
り
に

ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

あ
や
べ
特
産
館

☎ 0773-43-0811（あやべ特産館）
      0773-43-0835（綾茶 cafe）
時 9：00 〜 17：00
休 火曜（祝日の場合は翌日）

綾部ならではのお土産の数々。
左：まゆピーキャラクターグッズ
中：特産館限定・オリジナル T シャツ
右：黒谷和紙で作られた工芸品
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16

14  よしみ菓子舗
四季の風情を大切に和
菓子づくりをしていま
す。
☎ 0120-08-0536
時 9：00 〜 18：30
休 日曜日、祝日

12  上原清月堂
明治 40 年創業の老舗和菓子店。
☎ 0773-42-0738
時 8：30 〜 18：30 休 木曜日

7  亀甲家
宿泊・食事が可能な、寛政
12 年（1800）創業の料理
旅館です。
☎ 0773-42-0016
時 11：00 〜 22：00
休 不定休

9  小西屋
創業 100 年を超える料理
旅館。宿泊・食事が可能。
☎ 0773-42-0024
時 不定  休  不定休

8  現長
由 良 川 と 紫 水 の
山を眺めながら、
宿 泊・ 食 事 を 楽
し む こ と が で き
ます。
☎ 0120-50-1826
時 11：30 〜 22：00
休  不定休

11  萬家（よろずや）
明治 42 年創業の料理
旅館。宿泊・食事を楽
しむことができます。
☎ 0773-42-0125
時 11：00 〜 22：00  
休 不定休

15  御菓子司 菊屋
丹波特産の丹波大納言小
豆を使った「木の花菴も
なか」が人気。
☎ 0773-42-2966  
時 9：00 〜 19：30
休  木曜日

季節ごとの味わいが楽しめる
 和菓子店

 老舗料理旅館
夏には鮎料理
冬にはボタン鍋が楽しめます。

10  ふしみや
宿泊・食事が可能な、明治
35 年創業の料理旅館です。
☎ 0120-25-2438
時 不定  休  不定休

（要予約）

13  宮代屋
丹波産小豆など地元の素材にこだわり、
多くの人に親しまれています。
☎ 0773-42-0309
時 9：00 〜 19：00（日曜は 18：00 まで）
休  月曜日（祝日の場合は翌日）

16  金龍餅
昔ながらの手作り大
福餅が人気のお店。
☎ 0773-42-1773 
時 11：00 〜 18：00
休 火曜日 ( 祝日の場合は翌日 )

あやべ観光案内所
綾部市の観光、お土産、イベントなど
の情報提供のほか、各種パンフレット
が取り揃えられています。レンタサイ
クルの貸出しやガイド手配も行ってい
ます。
☎ 0773-42-9550
時  8：30 〜 18：00

（ウラ表紙参照）
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2  柿蔵（かきぞう）
和食・洋食にとらわれないオ
リジナルメニューや香住港か
ら直送の新鮮な魚介メニュー
が味わえます。
☎ 0773-40-1080
時 11：30 〜 14：00、
　 17：30 〜 22：30
休 不定休

4  薬膳喫茶 「悠々」
「医食同源」をコンセプトにした薬

膳料理のほか、気分や体調に合った
「薬膳茶」を楽しめます。
☎ 0773-42-0425
時 （平日・土曜日）9：00 〜 19：00
     （日曜）10：00 〜 18：00
休 木曜日、祝日、盆、年末年始

6  町家ダイニング
　 ゆらり広小路
料理旅館ふしみやのグ
ループ店。ガラス越し
に中庭の木々を眺めな
がらランチ、喫茶、ディ
ナーを楽しむことがで
きます。
☎ 0773-40-2288
時 11：00 〜 22：00
休  水曜日

3  燦々堂（さんさんどう）
定食は全て地元の食材を使って
いる、美術品の展示室のような
お食事処です。
☎ 0773-42-0330
時 9：00 〜 18：00
休 火曜日、年末年始

1  いっぷくせんべい半月庵
米粉どら焼きや米せんべいなど、お米
にこだわったお菓子づくりをしていま
す。せんべいの手焼き体験もできます。
☎ 0773-43-3323
時 9：00 〜 18：00
　（1・2 月は９：00 〜 17：00）
休 木曜日、年末年始

新
発
見
が
い
っ
ぱ
い
。
街
中
散
策

ど
こ
か
懐
か
し
く
心
地
良
い
。

綾
部
市
街
地

繊
維
産
業
の
発
展
と
と
も
に
栄
え
た
市
街
地
に
は
、

老
舗
の
料
理
旅
館
や
和
菓
子
店
が
、
今
も
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
、

町
並
み
に
趣
を
添
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
長
い
歴
史
の
中
で
守
ら
れ
続
け
て
き
た
古
民
家
を
再
生
さ
せ
て
生
ま
れ
た

〝
あ
や
べ
町
屋
倶
楽
部
〟
が
新
た
な
活
気
を
呼
び
込
ん
で
い
ま
す
。 町

屋
を
改
装
し
た
食
事
処
・
菓
子
屋  

あ
や
べ
町
屋
倶
楽
部

5  Café Palette（カフェ パレット）
古い町屋を改装したお店。広い土間に
高い天井、ゆったりとした空間で、香
り高いコーヒーやデザート、パスタ料
理などが楽しめます。
☎ 0773-43-1227
時 10：00 〜 21：00　休 木曜日
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山家城趾公園
江戸時代に山家地区を治めた谷氏の
陣屋跡が公園となっています。毎年
４月上旬の日曜日には「さくら祭り」
が開催され、山家太鼓の演奏や地元
特産品の販売でにぎわいます。
☎ 0773-46-0345

（山家郷土歴史資料館委員会事務局）
住 綾部市広瀬町上ノ町 76  駐 30 台

岩王寺
10 世紀半ばに空也上人により建立されたと伝わる岩王寺。この寺の山から
岩王寺石という硯の名石を産出し、日本三筆の一人・嵯峨天皇が愛用したこ
とで有名です。
☎ 0773-44-0646  住 綾部市七百石町寺ノ段１   駐 30 台

天文館パオ
国内の公開天文台としては最大級の 95㎝反射望遠鏡が
あります。週末は午後 9 時 30 分まで開館しているので、
月はもちろん、惑星や銀河も観測できます。
☎  0773-42-8080
住 綾部市里町久田 21-8  時 （火水木）9：00 〜 16：30 

（金土日）9：00 〜 21：30  休 月曜、祝日の翌日、年
末年始  料 大人 200 円、小中学生 100 円  駐 15 台

黒谷和紙工芸の里
閉校となった小学校の建物を利用して平成 17 年にオープ
ンした黒谷和紙工芸の里では、職人の紙漉きを見学でき
るほか、紙漉き体験も可能です。
☎  0773-45-1056  
住 綾部市十倉名畑町欠戸 31 番地
時 9：00 〜 16：30（最終受付 16：00）  開 ４〜 12 月の土・
日・祝（お盆、年末を除く）料 入館料大人 300 円、小学
生〜高校生 200 円、小学生未満無料、ハガキ紙漉き体験
700 円 ※ 5 名以上〜（要予約）※月〜金曜日については、
6 名以上の予約で対応可  駐 50 台

国宝 光明寺 二王門
聖徳太子の創建と伝わる光明寺。その
山門である二王門は鎌倉時代に建立さ
れ、京都府北部の建造物で唯一の国宝
に指定されています。
☎ 0773-55-0550  
住 綾部市睦寄町君尾 1-1  駐 20 台
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歴
史
と
文
化
を
体
験
す
る

楞厳寺
境内のボダイジュ、サルスベリ、ツバキが「三古木」として知られるほか、４月中旬〜下旬には
ツツジが参詣者を魅了します。「花の寺」で結成された「関西花の寺 25 ヶ所」の第２番札所です。
四季のカラスの襖絵があり、通称「カラス寺」といわれています。
☎ 0773-47-0043  住 綾部市舘町楞巌寺６  駐 30 台

安国寺
14 世紀半ば、室町幕府の初代将軍、足利尊氏により創建された由緒ある寺院、安国寺。尊氏が出
生した地ともいわれており、境内には産湯の井戸や尊氏と妻・登子、母・上杉清子の墓も残されて
います。秋には境内が紅葉で彩られ、多くの観光客が訪れます。
☎ 0773-44-1565  住 綾部市安国寺町寺ノ段 1   駐 50 台

私市円山古墳公園
約 1,600 年前に築かれた大規模な古墳は、
現在由良川中流域のシンボルとなってい
ます。周辺は公園として整備され、市民
の憩いの場であるとともに、市外からも
多くの観光客が訪れています。
☎  0773-43-1366（綾部市資料館）
住 綾部市私市町円山 8-2  駐 50 台、大型バス5台

安
国
寺
や
岩
王
寺
な
ど
、
悠
久
な
る
歴
史
を
物
語
る
史
跡
が
多
く
息
づ
く
綾
部
は
、

豊
か
な
自
然
と
人
と
の
共
生
に
よ
り
培
わ
れ
た
文
化
に
彩
ら
れ
て
い
ま
す
。

過
去
か
ら
未
来
へ
と
受
け
継
が
れ
る
、
歴
史
・
文
化
に
触
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

黒谷和紙会館
黒谷町にある黒谷和紙会館では、資料展示や和紙
工芸品の販売コーナーがあるほか、和紙の手すき
体験もできます。
☎  0773-44-0213（黒谷和紙協同組合）
住 綾部市黒谷町東谷 3   時 9：00 〜 16：30
休 土・日・祝・お盆・年末年始
料 ハガキ紙漉き体験 700 円  （５名より）
　 ※ 1 週間前までに要予約  駐 10 台

綾部市資料館
私市円山古墳から出土した甲冑や勾玉をはじ
め、古代から現代に至る綾部の歴史文化財を
時代別に展示しています。毎年開催される「秋
の特別展」も好評です。
☎  0773-43-1366
住 綾部市里町久田 21-20
時 9：00 〜 17：00  休 月曜日、年末年始　　  
料 無料  駐 200 台
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山の中腹に設けられた手作りのブランコ。手作りの遊びも里山の魅力です。

畑で様々な野菜の収穫体験が楽しめます。

●イワンの里［上八田町上ノ岡ノ下 24］　☎ 0773-21-1648

●里山ゲストハウス  クチュール
　　　　　　　　　　　　 ［五泉町下ノ段 16］　☎ 090-2018-4278

●小さいお宿  ぼっかって［西方町貝尻 10-1］　☎ 090-4491-3290

●農家民泊  かじか ［五泉町宮ノ腰 25］　☎  090-7365-9602
　　　　　　　　　　　　　　　    ☎  0773-54-0970

●農家民泊  健ちゃん村 ［十倉名畑町東大未 4］　☎  090-6907-7017

お問合わせ・ご予約

ボランティアによる「とちの実拾い」

水源の里　市志

●農家民泊  手紙の木の家［志賀郷町藤谷 16-2］　☎ 0773-21-2069

●農家民泊  ばったり庵［篠田町上岡 18］　☎ 0773-21-1709

●農家民泊  弥平治の丘［岡安町横田 44］　☎  0773-44-0927

● 水田家の食卓［志賀郷町山ノ神 13］　☎ 0773-21-1245

●民泊  さくら［西方町桜 33-1］　☎ 0773-49-1512

●民泊  ひとみ［物部町須波伎 12］　☎ 0773-49-1166

● 芳兵衛［武吉町湯舟 3］　☎ 0773-45-1862

受入れ農家のご夫妻と一緒に餅つき。木の臼と杵でついたお餅の味は格別。

詳細は京都府中丹広域振興局のサイトをご覧ください。「農家民宿　京都」で検索

　
観
光
目
的
で
は
な
く
、
文
化
体
験
や
福
祉
活
動
を
目
的
と
し
た
訪
問
・
滞
在

が
、
近
年
、
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
ひ
と
つ
が
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ワ
ー
ク
」

と
呼
ば
れ
る
交
流
活
動
。
都
市
住
民
等
が
地
方
を
訪
れ
、
農
林
水
産
業
、
環
境

保
護
、
森
林
保
全
、
福
祉
、
教
育
、
ま
ち
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
現
地
の
人
々

と
と
も
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
ま
す
。
働
く
だ
け
で
な
く
、
地
元
の
方

や
参
加
者
同
士
の
共
同
作
業
や
交
流
を
通
じ
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
、
考
え
方
や

生
き
方
を
学
べ
る
の
も
魅
力
。
綾
部
で
は
「
水
源
の
里
」
を
中
心
に
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ワ
ー
ク
の
活
躍
の
場
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ワ
ー
ク

　
過
疎
・
少
子
高
齢
化
が
進
み

集
落
の
存
続
が
危
機
的
状
況
に

直
面
し
て
い
る
集
落
は
、
豊
か

な
自
然
に
恵
ま
れ
、
水
源
か
ん

養
や
自
然
環
境
の
保
全
、
心
を

癒
す
安
ら
ぎ
の
空
間
の
提
供
な

ど
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る

水
源
地
域
で
も
あ
り
ま
す
。
そ

ん
な
地
域
を
綾
部
市
で
は
「
水

源
の
里
」
と
呼
び
、
集
落
の
活

性
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

水
源
の
里
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里
山
の
暮
ら
し
を

満
喫
す
る

里山と調和した古民家。遠く懐かしい記憶がくすぐられます。

　
豊
か
な
自
然
や
里
山
、
田
園
風
景
の
な
か
で
、
農
山
村
の
素
朴
な

暮
ら
し
が
体
験
で
き
る
と
、
人
気
が
高
ま
っ
て
い
る
「
農
家
民
宿
」。

　
綾
部
に
も
、
素
材
に
こ
だ
わ
っ
た
料
理
、
手
作
り
遊
具
、
薪
割
り

体
験
、
カ
モ
の
卵
の
朝
取
り
体
験
な
ど
、
個
性
豊
か
な
農
家
民
宿
が

そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
収
穫
な
ど
農
作
業
の
手
伝
い
を
し
た
り
、
一
緒

に
作
っ
た
夕
食
を
食
べ
た
り
、
民
宿
の
人
と
の
ふ
れ
あ
い
も
魅
力
の

一
つ
。
家
族
や
友
人
と
と
も
に
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を
過
ご
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

農
家
民
宿

人
の
暮
ら
し
と
自
然
が
見
事
に
調
和
し
た
美
し
い
里
山
。
田
ん
ぼ
や
畑
が
広
が
る
風
景
や
、

智
恵
や
工
夫
が
つ
ま
っ
た
丁
寧
な
暮
ら
し
は
、
訪
ね
る
人
を
心
か
ら
癒
し
て
く
れ
ま
す
。

綾
部
で
は
、
そ
ん
な
里
山
の
素
晴
ら
し
さ
を
体
感
で
き
る
場
所
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

都会ではめったに見られない囲炉裏。暖をとったり鍋料理に今でも使われています。

地元のお米を使っておにぎり作り。
みんなでワイワイ楽しいひと時です。

採れたての新鮮野菜をふんだんに使った
お料理も農家民宿の楽しみのひとつ。

13



●ふるさとの駅 かんばやし
☎  0773-45-1550
住 綾部市十倉名畑町欠戸 12-7
時 10：00 〜 18：00（夜の食事：要予約）
休 木曜日（祝日の場合は翌日）駐 30 台

● JA 京都にのくに 彩菜館綾部店
☎  0773-43-0831
住 綾部市宮代町前田 20（JA 京都にのくに本店横）
時 9：00 〜 16：30  休 年中無休（年末年始は除く）
駐 50 台

●戸奈瀬町営農組合 つつじの里直売所
☎ 0773-45-1212　
住  綾部市戸奈瀬町松原 10
時 7：00 〜 11：00  開 毎週日曜日 駐 30 台

●栃の里「峠」直売所
☎  0773-55-0705　
住 綾部市老富町ヒシリ 7-1（老富会館内）
時 10：00 〜 15：00
開 ４〜 12 月の毎月第１土・日曜日および７月中
旬〜 8 月中旬の土・日・祝 駐 10 台

地元産の野菜や、栃餅やはちみつなど地
域の特産品が並ぶ直売所。栗や松茸など、
季節ごとの旬の素材も販売されます。

里山ねっと・あやべ（綾部市里山交流研修センター）
閉校した小学校舎を活用した都市農村交流の窓口。改装した教室は懇親や宿泊の場として団体合宿等
に利用されています。地域や自然について学ぶ「綾部里山交流大学」を開校しているほか、2017 年に
は地元材を活かした木造貸館施設「森もりホール」もオープンしました。
☎ 0773-47-0040  住 綾部市鍛治屋町茅倉９ 休 火曜日（祝日の場合は開館）、年末年始 
料 宿泊：大人1人 3,240円〜／泊（食事別）  ※要予約

石窯パン体験
手でこねた生地を薪の窯で焼
き、焼きたての手作りパンを楽
しめます。（10 〜 30 人の団体
向け）
開 随 時 ※ 要 予 約 時 9：00 〜
13：00 料 団体の人数や年齢に
よる。※施設にご確認ください。

里山そば打ち教室
そば職人によるそば打ち教室。
少人数での丁寧な指導で手作り
の楽しさが広がります。
開 毎月第２水曜日※要予約
時 午前の部 9：30 〜
　 午後の部 13：30 〜
料 2,700 円〜（試食１食込み）

やまがハッピーアイランド in 綾部
自然と調和した緑豊かな施設で、バーベキューや
釣堀、釣池体験が楽しめます。
喫茶ルームも完備。四季折々の景色を愛でながら、
美味しいケーキやお菓子も味わえます。
☎ 0773-46-0889
住 綾部市東山町井坪谷 14 －１
時 9：30 〜 18：30 休 月曜日（祝日の場合は翌日）
料 バーベキュー手ぶらプラン 2,800 円〜 / 人
　 ※その他詳細料金は施設にご確認ください。  
駐 30 台、大型バス 8 台

綾部ふれあい牧場
ヤギやウサギなどを間近に見ることができる
ほか、遊具やバーベキューができる設備も整っ
ています。レストラン ｢ハイジのキッチン」
では新鮮な材料を使った料理やソフトクリー
ムを味わうことができます。
☎ 0773-48-0266（ふれあい牧場）
☎ 0773-48-1000（ハイジのキッチン）
住 綾部市位田町桧前 81
時 10：00 〜 18：00 （冬季は 17：00 まで）
休 火曜日  駐 100 台、大型バス 2 台

乙味渓流荘
釣った魚をその場で刺身や唐揚げに調理しても
らって味わうこともできます。竿の貸出や餌の販
売もあるので初心者でも安心して楽しめます。
☎ 0773-45-1950
住 綾部市釜輪町奥山口 30
時 月 〜 金 10：00 〜 17：00、 土 日 祝 9：00 〜
17：00 休 水曜日（祝日の場合は営業）、冬期休業  
料 貸竿 300 円、エサ 100 円、ニジマス（100g）260
円、あまご（100g）290 円 ※調理する場合は、別途
料金が必要  駐 10 台

ちょこっと体験

直売所

里山体験
里山歩き、薪割りや椎茸づくり、
竹林整備や門松づくりなど里山に
まつわるいろいろな体験が可能で
す。
開 毎月第３土曜日など随時   
時 料 応相談

古民家かふぇ　轍
深煎りコーヒーを味わえる古民家カフェ。オムラ
イスや自家製ケーキが人気です。
☎ 0773-21-1008  住 綾部市十倉志茂町小仲 41-2
時 11：00 〜 17：00  休 水・木曜日（祝日は営業）
駐 10 台

●あやべ特産館
※詳細は P.7 をご覧ください。
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里
山
の
暮
ら
し
を
満
喫
す
る

農
家
・
古
民
家
お
食
事
処
＆
カ
フ
ェ

味
わ
い
あ
る
古
い
民
家
を
利
用
し
た
お
食
事
処
や
カ
フ
ェ
も
ま
た
、
里
山
の
空
気
を
味
わ
う
に
は
も
っ
て
こ
い
の
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

こ
だ
わ
り
の
手
法
で
手
打
ち
さ
れ
た
そ
ば
・
う
ど
ん
や
、
深
く
香
ば
し
い
コ
ー
ヒ
ー
、
さ
わ
や
か
な
香
り
漂
う
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
な
ど
、

丁
寧
に
心
を
込
め
て
作
ら
れ
る
メ
ニ
ュ
ー
は
、
身
も
心
も
温
か
く
し
て
く
れ
ま
す
。
そ
ん
な
優
し
い
一
品
と
共
に
、

ゆ
っ
く
り
と
里
山
の
四
季
の
風
景
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

竹松うどん店
昔ながらの純手打ちうどんと薪釜のお店。テイクアウトも
できます。
☎  0773-21-1665 住 綾部市志賀郷町儀市前 13 
時 11：00 〜 15：00  休 7 と 8 と 9 のつく日  駐 15 台

かんばやし　の
古民家を改装したラーメン屋。手羽先やからあげもおすすめです。
☎ 0773-55-0580  住 綾部市睦寄町庄 32
時 平日／ 11：00 〜 14：00、17：00 〜 23：00、土日祝／ 11：00 〜 23：00
休 月曜日（祝日の場合は営業）駐 10 台

古民家カフェ　月星
里山風景を見下ろす、山の中腹に立つ築 150 年
の古民家を改装。ハーブティーやスイーツ、沖縄
料理が楽しめます。冬季休業あり。
☎ 0773-21-6392  住 綾部市武吉町西 45
時 11：00 〜 16：00  休 火・水・木曜日  駐 あり

そば四百年家
築 400 年の古民家を利用したそば屋。セイロで蒸した
蒸しそばを濃厚でとろみのあるそば湯と一緒に味わう
のが特徴です。
☎ 0773-21-1746  住 綾部市八津合町神谷 9
時  11：00 〜 14：00
休 月曜日（祝日の場合は翌日）
駐 4 台

Cafe Deco
古材のぬくもりを感じながら、ゆったりと過ごせ
る古民家カフェ。手作りのスイーツが人気です。
☎ 0773-44-0783  住 綾部市七百石町竹安 7-3
時 11：00 〜 17：00  休 水・土曜日  駐 6 台

' '
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二王門登山レース
毎年、綾部市内外から 3,000 人が訪れる奥上林地
域最大のイベント、二王公園まつり。併催される
二王門登山レースは二王公園を出発点とし、最長
コースは国宝・光明寺二王門をくぐる高低差 262m
の難コースを走り抜けます。
開 6 月上旬   場 二王公園（スタート・ゴール）

里山サイクリング in 綾部
綾部の里山の自然を満喫でき、地域の人々との交
流や参加者相互の親睦を深めることができる里山
サイクリング。タイムレースではないので、完走
を目的とする初級・中級者向け。アップダウンの
激しいコースと、気持ちよく走れるなだらかなコー
スの 2 つが用意されています。
開 9 月中旬   場 二王公園（スタート・ゴール）

ふれあいウォーキング
綾部市内の豊かな自然と名所を巡るウォーキング
イベント。距離の異なる各種コースが用意され、
ゴールには模擬店が並ぶ。周りの人との交流を楽
しみつつ、心身の活力アップを目指して毎年多く
の人が参加しています。
開 10 月中旬   場 由良川花庭園（スタート・ゴール）

スポーツイベント

　
母
な
る
川
「
由
良
川
」
は
京
都
市

の
北
・
芦
生
に
源
を
発
し
、
綾
部
市
内

を
流
れ
、
日
本
海
に
注
ぎ
ま
す
。
そ
ん

な
由
良
川
は
カ
ヌ
ー
の
ツ
ー
リ
ン
グ

で
人
気
の
地
。
愛
好
家
や
部
活
動
の

学
生
が
府
外
か
ら
も
や
っ
て
き
ま
す
。

　
四
季
折
々
の
風
景
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
ハ
イ
キ
ン

グ
。「
丹
波
富
士
」
と
称
さ
れ
る
美
し
い
弥
仙
山
に
は
約

8
キ
ロ
の
散
策
道
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
鳥
垣

溪
谷
か
ら
シ
デ
山
へ
の
登
山
道
に
は
い
く
つ
も
の
滝
が

連
な
り
、
晩
秋
に
は
頂
上
付
近
で
美
し
い
雲
海
が
見
ら
れ

ま
す
。

カ
ヌ
ー

ハ
イ
キ
ン
グ

上／鳥垣溪谷の滝
左／シデ山みとの広場からの眺望
下／弥仙山
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豊
か
な
自
然
の
中
で
汗
を
流
す

市
内
を
貫
流
す
る
由
良
川
の
流
れ
、
弥
仙
山
を
始
め
と
す
る
山
々
の
緑
…
…
綾
部
市
に
は
自
然
の
ぬ
く
も
り
に
ふ
れ
ら
れ
る
場
所
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
美
し
い
景
観
を
眺
め
な
が
ら
、
澄
ん
だ
空
気
の
中
で
体
を
動
か
し
、
豊
か
な
自
然
を
満
喫
し
て
く
だ
さ
い
。

　
専
用
の
ロ
ー
プ
や
サ
ド
ル
、
安
全
保
護
具

を
利
用
し
て
木
に
登
り
、
木
や
森
、
自
然
と

の
一
体
感
を
味
わ
う
体

験
活
動
、
ツ
リ
ー
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
。「
樹
上
か
ら
」

と
い
う
今
ま
で
と
は
違

う
視
点
で
森
を
見
た
り
、

五
感
を
使
い
樹
上
の
自

然
を
体
感
す
る
こ
と
で
、

新
し
い
発
見
が
生
ま
れ

ま
す
。
綾
部
で
は
地
域

の
お
祭
り
な
ど
で
子
ど

も
た
ち
向
け
の
ツ
リ
ー

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
が
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

　
綾
部
ふ
れ
あ
い
牧
場
で
は
、
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
の
乗
馬
体
験

が
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
ま
す
。
な
だ
ら
か
な
丘
陵
地

帯
の
広
大
な
敷
地
で
、
馬
と
ふ
れ
合
い
な
が
ら
自
然
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※ 

綾
部
ふ
れ
あ
い
牧
場
に
つ
い
て
は
16
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

乗
馬

　
綾
部
の
環
境
が
育
ん
だ

鮎
は
、
味
・
香
り
と
も
に
評

判
が
よ
く
、
市
内
を
流
れ

る
由
良
川
や
上
林
川
に
は
、

市
内
外
か
ら
毎
年
多
く
の

釣
り
人
が
訪
れ
ま
す
。ま
た
、

古
式
漁
法
を
復
元
し
た
山
家

観
光
や
な
漁
は
、
ゆ
く
夏
の

風
物
詩
に
な
っ
て
い
ま
す
。

鮎
釣
り

山家観光やな漁は毎年９月に開催され、「やな」
と呼ばれる堰を使っての魚つかみや、鮎の塩焼
き・鮎ご飯などの販売が行われます。

サ
イ
ク
リ
ン
グ

　
綾
部
市
内
は
比
較
的
交
通
量
が
少
な
く
、
豊
か
な
自
然

や
風
景
に
囲
ま
れ
て
安
全
に
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。
毎
年
開
催
さ
れ
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

「
里
山
サ
イ
ク
リ
ン
グ
in
綾
部
」
の
舞
台
と
な
る
東
部
地
域

も
、
交
通
量
が
少
な
く
信
号
の
な
い
道
路
が
続
く
の
で
サ

イ
ク
リ
ン
グ
に
最
適
の
地
域
で
す
。
二
王
公
園（
19
ペ
ー
ジ
）

発
着
で
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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京 綾部ホテル　大家族の湯
美しい山並みと由良川の流れを眼下に見下
ろす高台に立つ「京 綾部ホテル」に併設さ
れた温泉。美しい夕日を堪能できる「パノ
ラマ天空風呂」をはじめ、ジェット風呂、
美肌の湯、電気風呂、歩行浴、壺風呂など
13 種類のお風呂と２種類のサウナがあり、
家族やグループでのんびりと入浴を堪能で
きます。
☎ 0773-40-2619　
住 綾部市味方町倉谷 13 
時 7：00 〜 23：00  休 年中無休
料 大人 700 円、小学生 400 円、小学生未満
200 円  駐 150 台

栄温泉「うし乃湯」
JR 綾部駅前にあり気軽に立ち寄ることができる天然
温泉。疲労回復など体の不調に効果があるナトリウ
ム泉は、神経痛や皮膚疾患、アトピーにもよいと言
われています。施設内のお食事処＆和牛肉処「榮吉」
では、厳選された京都産黒毛和牛の焼肉など豊富な
メニューがそろっています。
☎ 0773-40-1126　　
住 幸通り東石ヶ坪 7-6  時 10：00 〜 23：00 （受付は
22：30 まで）休 火曜日  料 大人 500 円、小学生以下
250 円  駐 33 台

あやべ温泉「二王の湯」
綾部上林の大自然に抱かれた、温泉成分が豊富で良質
な効能を誇る天然温泉。生薬配合の薬湯・露天風呂・
サウナもあり、ゆっくりと過ごすことができます。「二
王館」では、スペイン産の「イベリコ豚」を使った鍋
コースや地元の野菜や鶏、近海の魚介を使った女子会
メニューが楽しめます。
☎ 0773-55-0262
住 綾部市睦寄町在ノ向 10  時 10：00 〜 21：00  休 第 2、
4 月曜日（祝日の場合は翌日）  料 大人 500 円、小学生
以下 250 円   駐 90 台

信楽焼の壺風呂
遠赤外線で新陳代
謝を高めるサウナ
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豊
か
な
自
然
の
中
で
汗
を
流
す

綾
部
に
は
多
種
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
が
そ
ろ
い
、
広
々
と
し
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
充
実
し
て
い
ま

す
。
市
外
の
方
で
も
利
用
可
能
で
、
豊
か
な
自
然
の
中
で
思
い
っ
き
り
ス
ポ
ー
ツ
を
満
喫
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
だ
後
、
旅
の
疲
れ
を
癒
す
の
は
、
何

と
い
っ
て
も
「
温
泉
」。
綾
部
に
は
特
色
の
異
な
る
3
つ
の
天
然
温
泉
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

魅
力
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

丸山スポーツ公園
日本グラウンド・ゴルフ協会公認
の天然芝のグラウンドゴルフコー
スが 2 コースあります。
☎  0773-42-0682 （綾部市体育協会）
住 綾部市多田町丸山 49  時 8：30
〜日没  休 12 月 31 日、1 月 1 日
料 大人 300 円、中学生以下 150 円、
用具レンタル 200 円  駐 40 台

総合運動公園
野球場と弓道場、体育館、グラウ
ンドが集まった広大なスポーツ施
設です。あやべ球場の外野は天然
芝で、スコアボードなども本格
的。弓道場は近的と遠的の両方が
そろっています。
☎ 0773-44-0990
住 綾部市上杉町大宝山 10 番地
時 9：00 〜 21：00  休 水曜日（祝
日の場合は翌日）、年末年始
料 あやべ球場 1,500 円／時間、要
問合せ  駐 500 台市民プール

北近畿で唯一の 50 ｍプールがあるのがここ、
綾部市市民プール。25 ｍプールや幼児用プー
ルもあるのでファミリーで楽しめます。
☎ 0773-40-1788
住 綾部市大島町内山田 4  時 10：00 〜 18：00

（7 月 20 日〜 8 月 31 日）  料 高校生以上 200 円、
中学生 150 円、小学生以下 100 円  駐 20 台

ス
ポ
ー
ツ
施
設
＆
温
泉

綾部市内の公共スポー
ツ施設をまとめたパン
フレットがあります。
詳細はこちらをご覧くだ
さい。
〈お問い合わせ〉
京都府綾部市教育委員会
事務局
文化・スポーツ振興課　
TEL　0773-42-4356

二王公園
「あやべ温泉」に隣接する多目的公園。グラ

ウンドゴルフ（5 コース・40 ホール）、テニス、
バーベキューなどが楽しめます。
☎  0773-55-0318
住 綾部市睦寄町和上 50  時 9：00 〜日没まで
休 第 2、4 月曜日（祝日の場合は翌日）料 グラ
ウンドゴルフ 廻り放題 500 円（用具貸出無料）
テニスコート 400 円／時間   駐 20 台
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市内では農産物加工品の生産が盛んです。地
域で採れた農産物をみそやジャム、漬物など
に加工。手づくりの地域ブランドとして定着
しています。

高い香りと弾力に富んだ歯ごたえで
知られる丹波マツタケは秋の味覚の
王様。全国的に高い評価を受けてい
ます。

綾部のアユは味・香りともに評判がよく、夏には
由良川や上林川でアユ釣りをする人が多くみら
れます。友釣りがよく知られていますが、川の流
れを利用した“やな”を仕掛ける漁法もあります。

平家の落人が子孫に残す技として始
めたといわれ、800 年以上の歴史を
持つ黒谷和紙。純手漉きの和紙とし
て京都府無形文化財に指定され、ま
た地域団体商標※1 にも登録されま
した。

ブランド野菜として全国的に人気の高い「京
野菜」。綾部では、大きく肉厚で甘さとやわら
かさが特長の「万願寺甘とう（地理的表示〔GI〕
保護制度※2 登録）」をはじめ、粒が大きくて
甘みたっぷりの丹波黒大豆から生まれた枝豆
「紫ずきん」、シャキシャキとした歯ごたえと

クセのない味わいが人気
の「みず菜」などが生
産されています。

綾部市ではエコファーマーによる特別
栽培米の生産拡大に取り組んでいます。
特別栽培米はたい肥などで土壌を豊か
にし、化学肥料・農薬を減らして栽培
するもの。安全・安心で美味しいお米
を丹精込めて生産しています。

綾部市にある水源の里「市志」集落な
どの特産である「山ブキ」は、無農薬・
無化学肥料で栽培されており、地元の
山ブキを使用した佃煮は大変好評です。

平安時代以降、朝廷
や幕府に献上された
丹波くり。大粒でお
いしい丹波の栗は全
国的に名声を得まし
た。甘みがある上品
な味です。

※1：地域名と商品名を組み合わせた地域ブランドを広く保護することを目的とした商標制度。
※ 2：品質や評価などが生産地と結びついている産品の名称を保護する制度。

綾部市は「宇治茶」のブランドを支
えるお茶の名産地。新芽のころ、黒
い覆いをかぶせて旨味を凝縮したお
茶は、香り高くまろやか。全国茶品
評会では産地賞を受賞するなど、そ
の品質の高さが評価されています。
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綾部市里山交流研修センター　

「里山ねっと・あやべ」が運営する宿泊施設です。
料 1泊２食付／5,832円〜、宿泊のみ／3,240円〜
定 45名 休火曜日（祝日の場合は開館）、年末年始　

鍛治屋町茅倉 9　TEL：0773-47-0040 

小西屋	 　

創業100年を越える市街地の老舗旅館。日本庭園が広がる離れの
館があります。素泊まりも可能。
料1泊2食付／8,640円〜、宿泊のみ／5,400円定30名休年末年始、不定

田町 31　TEL：0773-42-0024 

現長　

全ての部屋から由良川の眺望を楽しめます。
料 1泊2食付／12,960円〜 定 35名 休年末年始、不定

並松町上番取 18-1　TEL：0120-50-1826 

ふしみや　

創業110年を越える老舗旅館。合宿料金の設定もあります。
料1泊2食付／8,640円、宿泊のみ／5,400円 定40名 休年末年始、不定

並松町上番取 39　TEL：0120-25-2438 

西むら　

JR綾部駅から近い、市街地にある安心で便利なお宿です。料金各相
談に応じます。
料 1泊2食付／6,500円、宿泊のみ／4,500円 定 15名 休盆、年末年
始、不定

広小路 4-59　TEL：0773-42-0761 

あやべ温泉	二王館　

天然温泉「二王の湯」が併設され、二王公園や国宝・光明寺二王門に
も近いお宿です。
料1泊2食付／10,700円〜 定36名
休第2、4月曜日（祝日の場合は翌日）

睦寄町在ノ向 10　TEL：0773-55-0262 

丹後屋旅館

JR綾部駅からすぐの、小じんまりとしたアットホームな旅館です。
料 1泊2食付／6,000円〜、宿泊のみ／4,000円〜 定 12名 休年末年
始、不定　

西新町 16　TEL：0773-42-0853 

アルファ綾部　

JR綾部駅から徒歩1分。ビジネスに観光旅行に最適なホテルです。
料シングル・宿泊のみ／5,500 円、ツイン・宿泊のみ／10,500 円　
朝食500 円定 51 名 休年中無休　

駅前通り 34　TEL：0773-43-1888 

イワンの里

農作業、薪割りなど里山の暮らしが体験できます。原則一日一組の
おもてなし。
休不定　※宿泊・お食事のみ・喫茶のみ、すべて要予約

上八田町上ノ岡ノ下 24　TEL：0773-21-1648 

ビジネスホテル	コスモ

洋室30室。禁煙室もあります。
料シングル・宿泊のみ/4,800円、ツイン・宿泊のみ（2名）/7,800円   朝食
540円・夕食1,000円定39名休年末年始

駅前通東石ヶ坪 4-7　TEL：0773-42-8883 

農家民泊	かじか

水源の里で自然散策・農業体験・川遊び・ツリークライミングを楽
しめる農家民宿です。料 1泊2食付／6,000円 定 8名 休不定

五泉町宮ノ腰 25　TEL：090-7365-9602　TEL：0773-54-0970

アールイン綾部　

JR綾部駅の北側に隣接する便利なホテルです。
料シングル・宿泊のみ／6,500 円、ツイン・宿泊のみ／12,500 円　
朝食700 円定 74 名休無休　

井倉新町瓜田 1-8　TEL：0773-40-5000 

京	綾部ホテル　

清流由良川を望む小高い丘にたたずむホテルです。天然温泉「大家
族の湯」が併設されています。
料シングル・宿泊のみ／7,000円〜、ツイン・宿泊のみ／13,000円〜

（２人利用） 定 40名 休無休

味方町倉谷 13　TEL：0773-40-5100 

あやべ山の家	 　

自炊できる無料共同キッチンがあり、中長期の滞在にも便利です。
料 1泊2食付／5,724円〜 定 60名
休第2、4月曜日（祝日の場合は翌日）　

睦寄町今竹 10　TEL：0773-55-0443 

宿泊施設

宿泊施設・温泉・飲食店一覧

森本屋

のどかな上林地区の府道１号沿いにある旅館です。
料 1泊2食付／9,000円 定 6名 休年末年始、不定

八津合町日置村中 9　TEL：0773-54-0009 
〈旅館・ホテル〉

萬家

100年を超える伝統を誇る老舗。すべての部屋から四季折々の彩
をみせる庭を眺めることができます。
料 1泊2食付／9,500円〜、宿泊のみ／7,000円〜、小学生・1泊2食付
／7,560円 定 50名 休年末年始、不定

本町 3-18　TEL：0773-42-0125 

旅館	吉野屋　

JR綾部駅からすぐの、駅前通に建つ旅館です。少人数でのご利用に最適。
料 1泊2食付／6,000円〜、宿泊のみ/4,000円〜 定 12名 休盆、年末
年始、不定

駅前通 10-2　TEL：0773-42-0547 

〈農家民宿・民泊〉

農家民泊	健ちゃん村

空中ブランコ、展望デッキなど遊び心満載の農家民宿です。
料 1泊2食付／7,000円 定 7名 休不定

十倉名畑町東大末 4　TEL：090-6907-7017 

小さいお宿　ぼっかって

野草摘みや田植えなど、田畑につながる暮らしを体験できます。
料 1泊2食付／8,000円（2名以上で7,000円） 定 6名 休不定　

西方町貝尻 10-1　TEL：090-4491-3290 

〈ビジネスホテル〉

里山ゲストハウス	クチュール

低料金で宿泊可能なゲストハウス形式のお宿です。
料 1泊素泊り／3,000円 定 7名 休不定

五泉町下ノ段 16　TEL：090-2018-4278 

亀甲家　

市街地にある、200年以上続く老舗の料理旅館です。
料1泊2食付／10,692円〜、宿泊のみ／5,940円 定10名 休年末年始、不定

本町 3-8　TEL：0773-42-0016 

料 1泊2食付／8,500円 定 10名

農家民泊	手紙の木の家

築130年の古民家を全面改装した開放感あふれる空間の宿です。
料 1泊2食付／6,000円 定 5名 休不定

志賀郷町藤谷 16-2　TEL：0773-21-2069 
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※平成 29 年 8 月末現在の情報です。　　※宿泊施設・温泉の価格は税率変更に伴い改定される場合があります。ご了承ください。

こだま

大人数の宴会利用ができるお店。仕出しもしています。
営 8：30〜22：00 休不定 Pあり 席 65席

岡町斗代 21　TEL：0773-42-2524 

麺や	新風館

濃厚かつ粘度が高い豚骨スープが魅力のラーメン屋です。
営 11：00〜14：30、17：30〜23：00  休火曜日 Pあり 席 24席

大島町二反田 19-20　TEL：0773-43-0373 

竹松うどん店

昔ながらの手打ち＆薪釜のうどん屋。限定20食の「せせりうどん」
が人気です。
営 11：00〜15：00 休７と８と9のつく日 Pあり 席 30席

志賀郷町儀市前 13　TEL：0773-21-1665 

そば四百年家

セイロで蒸したそばを濃厚でとろみのあるそば湯と一緒に味わう
のがおすすめ。
営 11：00〜14：00 休月曜日（祝日の場合は翌日） Pあり 席 12席

八津合町神谷 9　TEL：0773-21-1746 

そば処	あじき堂

趣向を凝らした季節毎の創作メニューが人気です。
営土、日、月のみ営業11：00〜16：00、17:30〜20:00（土日のみ。5月
〜10月上旬まで） Pあり 席 30席 

志賀郷町町の下 31　TEL：090-8099-6422 

舟半

日本海の旬の魚が食べられる、宴会OKの寿司屋です。
営17：00〜23：30 休日曜日（予約があれば営業） Pあり 席54席

月見町上正屋 14　TEL：0773-42-1164 

ひと粒綾部店

完全無添加のダシを使用した料理を楽しめます。
営 11：00〜22：00 休年始、不定 Pあり 席 50席

味方町アミダジ 8-2　TEL：0773-43-2244 

ひがし山

大小20名程度まで収容可能な日本料理店。
営17：30〜22：30（予約があれば昼も営業）休水曜日 Pあり席 43席

大島町畠田 5-5　TEL：0773-42-0735 

花山

秘伝のタレで食べるホルモンが人気の焼肉屋。
営 11：00〜23：00 休不定 Pあり 席 50席

若松町 66-1　TEL：0773-42-0718 

豊寿司

綾部市東部グラウンドより徒歩15分の寿司屋。仕出しもしています。
営 16：30〜22：00 休日曜日 Pあり 席 30席

十倉名畑町欠戸 9　TEL：0773-45-1053 

千登利寿司

寿司や季節の料理を手軽な価格で楽しめるお店。
営 17：00〜24：00 休日曜日 Pあり 席 20席

広小路 1-26　TEL：0773-42-1696 

薬膳喫茶	「悠々」

町家を改装した店内で、漢方の知識を生かした薬膳料理が楽しめます。
営平日・土曜日9：00〜19：00、日曜日10：00〜18：00 休木曜日、祝
祭日、盆、年末年始 Pあり 席 30席

本町 2-3　TEL：0773-42-0425 

町家ダイニングゆらり広小路

海鮮丼やステーキなどのランチメニューが好評。夜にはアラカル
トメニューもあります。
営 11：00〜14：00、14：00〜16：30、17：00〜22：00 休水曜日
Pあり 席 90席

広小路 1-2　TEL：0773-40-2288 

丹波茶屋	ゆらり由良川

由良川を眺めながら食事ができる和食のお店です。
営 11：00〜16：30、17：00〜22：00 休月曜日 Pあり 席 80席

並松町寺下 1-1　TEL：0773-40-2277 

丹波牛一也綾部店

上質国産牛を手軽な価格で楽しめる人気焼き肉店です。
営 11：00〜25：00 休年末年始 Pあり 席 90席

高津町西ノ坪 26　TEL：0773-42-2481 

たらふく綾部店

舞鶴直送の新鮮な海鮮料理が好評です。
営 17：00〜23：00 休月曜日 Pあり（西町アイタウン駐車場は無料
で利用可） 席 60席

西町 2-94　TEL：0773-43-0212 

新福亭

旬の食材を使った会席料理が自慢です。仕出しもしています。
営不定（要予約） 休不定 Pあり 席 30席

上延町岩鼻 43　TEL：0773-42-1017 

旬菜ダイニング澄味

店内は堀ごたつが魅力的。中華料理とお酒を楽しめます。
営 18：00〜23：00 休月曜日、第1、3日曜日 Pなし（綾部駅前駐車場
はお会計から1台あたり200円割引） 席 40席

幸通西石ケ坪 6-7　TEL：0773-43-3400 

しまだや

純和風懐石料理だけでなく一品料理もお楽しみいただけます。仕
出しもしています。
営 12：00〜14:00,17：00〜21：00 休水曜日 Pあり 席 40席

睦合町小山ノ下 17　TEL：0773-54-5300 

鳥飼笑店

めん処　つる吉

中華料理 嘻嘻（きき）

鶏や地元新鮮野菜を使った、揚げたての串カツが食べられます。

麺類や定食などメニューが充実。カレーうどんが人気です。

地元で評判の本格中華料理が味わえます。自家製ラー油の担々
麺が人気です。

営 17：00〜24：00 休日曜日 Pあり 席 16席

営 11：00〜15：30、17：00〜21：15 休月曜日 Pあり 席 80席

営 11：00〜14：30、17：00〜21：30 休火曜日 席 25席

西町 3 丁目南大坪 2-8　TEL：0773-21-6180 

井倉新町上大橋 1-5　TEL：0773-43-0441 

青野町西ノ後 43  Rivi（由良ビル）Ⅱ 2F　TEL：0773- 43-3335 

そばの花

殻付きの実を、その日の分だけ蕎麦粉に挽く「自家製粉」の蕎麦店。
営平日11：00〜15：00、17：00〜20：00、土・日・祝日11：00〜20：00
休火曜日・第2、3水曜日 Pあり 席 20席

上八田町舘ノ前 1　TEL：0773-44-1191 

丹の里水産

すっぽんのフルコースを手頃な価格で食べられます。必ずご予約を。
営 11：00〜15：00、18：00〜（お客様の都合に合わせて）※予約制
休不定休 Pあり 席 20席

白道路町亀ケ谷 21　TEL：0773-49-0774

料亭	ゆう月

会席料理、鍋料理などさまざまな会食を楽しめます。
営 11：30〜15：00、18：00〜22：00（完全予約制） 休不定
Pあり 席 55席

綾部市七百石町由里 16-1　TEL：0773-44-0818
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イタリアンカフェプント！

豊富なパスタメニューが嬉しいイタリアンカフェ。ラテアートが
女性客に人気です。
営 10：00〜20：00 休不定休 席 16席

青野町西ノ後 43  Rivi（由良ビル）Ⅱ 1F　TEL：0773- 42-7111 

海鮮居酒屋ふじ田

宴会も仕出しもＯＫの日本料理屋。
営 17：30〜23：00 休日曜日 Pあり 席 31席

岡町弓場 4-5　TEL：0773-42-1518 

乙味渓流荘

併設された釣堀で釣ったアマゴやニジマスを料理してもらえます。
営月〜金／10：00〜17：00 土日祝／9：00〜17：00 休水曜日（祝日
の場合は営業、12月〜2月は冬季休業） Pあり 席 10席

釜輪町奥山口 30-1　TEL：0773-45-1950 

おなかぐぅーぐぅー

お好み焼きを中心に鉄板焼き・焼きそばなどメニュー豊富。
駅前通り 51-1ARAI ビル 1 階　TEL：0120-89-0755 

柿蔵

落ち着いた雰囲気の古民家で、和食・洋食にとらわれないオリジナ
ルメニューを楽しめます。
営11：30〜14：00、17：30〜22：00 休不定 Pあり 席50席

月見町上正屋 14-19　TEL：0773-40-1080 

寛ヱ門

自家製麺したうどんが好評です。
営平日／11：00〜15：00、土日祝／11：00〜20：00 休木曜日 Pあり 席22席

中山町鳴谷 12-2　TEL：0773-44-1277 

かんばやし	の

しょうゆ＆みそラーメンの他、手羽先やからあげも人気です。
営平日／11：00〜14：00、17：00〜23：00、土日祝／11：00〜23：00
休月曜日（祝日の場合は営業） Pあり 席 30席

睦寄町庄 32　TEL：0773-55-0580 

魚菜酒房	あず木

京都府北部の地魚を使った創作料理のお店。「あず木定食」や「香シ
チューライス定食」がサラリーマンや女性に人気。
営 11：30〜14：00、17：00〜23：00 休日曜日 Pあり
席 1F24席（テーブルカウンター）、2F28席（座敷）

中ノ町 2-32　TEL：0773-43-3077 

吟月

ふぐ料理が人気の市街地のお店です。
営 17：00〜23：00（日曜日は21：00まで） 休不定 Pあり 席 25席

本町 6-48-3　TEL：0773-42-0272 

あやべ温泉	「二王の湯」

温泉大浴槽、薬湯、露天風呂、サウナの他、多種類の生薬を配合した
薬湯、露天風呂もあります。
料大人／500円、小学生以下／250円 営10：00〜21：00 休第2、4月
曜日（祝日の場合は翌日） Pあり

睦寄町在ノ向 10　TEL：0773-55-0262 

京	綾部ホテル	大家族の湯

「パノラマ天然風呂」など13 種類のお風呂と２種類のサウナが楽
しめます。
料大人（12才以上）／700円、中人（６才以上12才未満）／400円、小
人（６才未満）／200円 営 7：00〜23：00 休無休 Pあり

味方町倉谷 13（京 綾部ホテル内）　TEL：0773-40-2619 

栄温泉	「うし乃湯」

JR綾部駅南口からすぐ。内湯と外湯があり、どちらも100％天然温泉です。
料大人／500円、小人／250円、2歳以下／無料 営 10：00〜23：00

（月曜日のみ22：30まで） 休火曜日 Pあり

幸通り東石ヶ坪 7-6　TEL：0773-40-1126 

温泉

飲食店
味しるべ盾

綾部駅前の多彩な料理を楽しめる和食のお店です。
営 11：30〜14：00、17：00〜22：00 休月曜日 Pなし（綾部駅前駐車
場2時間まで無料） 席 90席（2階座敷は40名まで利用可能）

駅前通り 72 番地 6　TEL：0773-42-0120 

味処桃太郎

ランチタイムのすし定食が人気のお店です。
営11：30〜14：00、17：00〜22：00 休月曜日 Pあり 席38席

若松町 7-2　TEL：0773-42-8690 

お食事処かんばやし

山菜、鮎料理など地元の食材を使った和食のお店。自然豊かな上林
地区の府道1号線沿いにあります。
営10：00〜18：00 休木曜日（祝日の場合は翌日） Pあり 席27席

十倉名畑町欠戸 12-7　TEL：0773-45-1550 

営 11：30〜14：00、17：30〜22：30 休木曜日 Pあり 席 24席

農家民泊	弥平治の丘

静かな丘の上にあり、昔ながらの農家の暮らしが体験できます。
料 1泊2食付／7,500円 定 6名 休不定

岡安町横田 44　TEL：0773-44-0927

民泊ひとみ

芳兵衛

新鮮な地元野菜や魚を使った奥さんの料理が人気の農家民宿です。

400年を超える歴史的に貴重なお宿です。

料 1泊2食付／6,000円 定 10名 休 12月〜3月

料 1泊2食付／10,000円 定 6名 休不定

物部町須波伎 12　TEL：0773-49-1166 

武吉町湯舟 3　TEL：0773-45-1862 

民泊	さくら

縁側からの景色を眺めながらほっこりできます。一日一組限定。
料 1泊2食付／6,000円 定 6名 休不定

西方町桜 33-1　TEL：0773-49-1512 

農家民泊	ばったり庵

宿泊はもちろんのこと、毎週土曜日営業のカフェも好評です。
料 1泊2食付／8,000円 定 5名 休不定

篠田町上岡 18　TEL：0773-21-1709 

水田家の食卓

小さな農家のふだんの暮らしが体験できます。
料 1泊2食付／8,000円 定 5名 休不定

志賀郷町山ノ神 13　TEL：0773-21-1245　 

うどん屋得兵衛

地元の人に愛される、あっさりだしが美味しいうどん屋さん。
営 11：00〜15:00、17：00〜21：00 休年末年始 Pあり 席 54席

大島町沓田 27-4　TEL：0773-42-6141 

くらまえ

季節の魚と野菜をふんだんに使った一品料理が楽しめるお店です。
営 17：00〜0：00 休不定 Pあり 席 32席

月見町上正屋 14-38　TEL：0773-42-6363 
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名前は“繭（まゆ）”と“平和（ピー
ス）”にちなみ、綾部が養蚕産業
と平和の精神で近代発展をとげ、
現在も礎となっていることを表
現しています。

福 井 県
お お い 町

福井県
高浜町

南 丹 市

船 井 郡 京 丹 波 町

福知山市

舞鶴市

於与岐八幡宮

島萬神社

道の駅「和」

至 京都

篠田神社

大野ダム

長老ケ岳
917

弥仙山
664

あやべあやべ
いさいさ

ふちがきふちがき

あせりあせり

たちきたちき

やま
が

やま
が

わちわち

うめざこうめざこ

ししょししょ

まぐらまぐら

にしまいづるにしまいづる

管
坂
峠

JR山陰本線

J
R
舞
鶴
線

舞鶴西I.C舞鶴西I.C

舞
鶴
若
狭
自
動
車
道

舞
鶴
若
狭
自
動
車
道

京
都
縦
貫
自
動
車
道

京
都
縦
貫
自
動
車
道

綾部安国寺I.C綾部安国寺I.C

綾部I.C綾部I.C

福知山I.C福知山I.C

六人部PA六人部PA

京丹波
わちI.C
京丹波
わちI.C

綾部PA綾部PA

綾部JCT綾部JCT

舞鶴東I.C舞鶴東I.C

由良川PA由良川PA

舞鶴大江I.C舞鶴大江I.C

由良
川

至 

小
浜

1

8

51

27

27

162

173

9

27

178

175

175
京都丹後鉄道

舞鶴湾

市街地マップ

阿須々伎神社

たかつたかつ

至 

宮
津

至 

福
知
山

至 

京
都

至 池田至 吉川JCT

至 小浜

藤波神社

頭巾山
871

 長福寺
（向田観音堂）

立岩

由良川

上林川

八田川

犀
川

枯木峠

市街地マップ

GS
GS

コ

ココ

P

P

コ

コ

由良川花庭園（P18）

綾部市立病院

あやべ観光案内所（P10）
栄温泉（P20）

JA 京都にのくに
彩菜館綾部店（P16）

綾部中

綾部警察署
綾部八幡宮 綾部天満宮

大本長生殿（P8）

平和塔
（P4）

京 綾部ホテル
大家族の湯（P20）

大本みろく殿
（P8）

図書館

綾部小

京都府綾部
総合庁舎

青野

川糸

宮代

宮代コミセン前

味方
西町綾部駅前

味方南

新綾部大橋

綾部市役所
綾部高
東分校

熊野新宮神社

綾部大橋

白瀬橋

I・T ビル
（ものづくり館）

西町アイタウン

あやべグンゼスクエア
（P5、P6、P7）

グンゼ記念館
（P5）

GS

GS

あやべあやべ

N

コ コンビニ

ガソリンスタンド

郵便局

交番

銀行

学校

GS

8

由
良
川

丹波大橋

二王公園（P19）

かんばやし の（P15）

そば四百年家
（P15）

黒谷和紙 
工芸の里（P12）

ふるさとの駅
かんばやし（P16）

乙味渓流荘（P16）

山家城址公園（P12）

戸奈瀬町営農組合
つつじの里直売所（P16）

古民家かふぇ 轍
（P16）

やまがハッピーアイランド in 綾部
　　　　　　　（P16）

観光 MAP

あやべ温泉（P20）

国宝 光明寺二王門（P12）

山家観光やな漁（P17）

里山ねっと・あやべ（P16）

私市円山
古墳公園（P11）

市民プール（P19）

高倉神社（P4）

天文館パオ（P12）
綾部市資料館（P11）

丸山スポーツ公園（P19）

安国寺
（P4、P11）

岩王寺
（P12）

総合運動公園（P19）

竹松うどん店
（P15）

楞厳寺
（P11）

綾部ふれあい牧場（P16）

Café Déco（P15）

月星
（P15）

黒谷和紙会館（P11）
あやべ山の家

26


